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結 核 專 門 雑 誌

Zeitschrift髭rTuberkulose,Bd.73.H.1,1935.

肺 結 核 ノ診 断 及 豫 後 二封 ス ルWitebsky.Kiingen-

stein,Kuhn氏 ノ補 膿 韓 向 試 験 ノ意 義

FranzSchtitZ.:DieBedeutungderKomplementa-

blenkungsprobenachWitebsky,Klingenstein,Kuhn

ftirdieDiagnGseundPrognosederTubercUlose

d[er】Lunge.

著 者 ハ肺 結 核 二封 ス ル補 罷 結 合反 磨 ノUncharakteris・

tische及UnspezifischeReaktion虹 ユEigenhem・

mung二 就 テ 考 察 シ、 著 者 ノ 實験 セ シWitebsky,

KlingensteinKuhn-Antigen二 依 ル結 、果 ヲ報 告 シ テ ヰ

ルo

Witebsky,Klingenstein,Kuhn・Antigenト ハ結 核 菌 ノ

Benzol「 エ キ ス」二 「vチ チ ソ」ヲ加 ヘ タ ル モ ノデ ア ル。

其抗 原 ノ製 法及 實 験 方法 其 他 ノ注 意 事 項 ヲ 詳 述 シテ

ヰ ル。活 動 性 結 核 ニ テ ハ70-75%ノ 陽性 反 磨 ヲ得 タ。

之 ヲ豫 後 ノ上 揚 リ見 ル爲 、時 ヲオ イ テ再 三 検 査 シタ ル

例 二依 レバ、 其 結 核 患者 中68%ハ 陽 性 度 ノ塘 強 ヲ示

シ、32%ハ 陽性 度 ノ減 弱 ヲ示 シ 強 陽 性 者 ハ豫 後 良 好

b云 フ事 ニナ ル ガ、 豫 後 不 良 ノ32例 二就 テ モ陽 性 度

ノ増 強 ヲ71%二 観 タ、 即活 動 性 結 核 血 清 中 ノ抗 濃 量

ノ上 昇 ガ雨 者 同様 ナ 關 係 二於 テ 現 ハ レ抗 鵬 債 ノ徐 々

ナ ル 低 下 モ 豫 後 ノ雨 方 向 ヲ 示 ス モ ノデ ア ル 事 ガ 分

ル。

之 二依 り補 盟 結 合 反 懸 ハ豫 後 剃 定 ニ ハ役 立 タ ナ イ。

壌殖 性 及 滲 出性 結 核 ノ 分 類 ノモ トニ於 テ モ 陽 性 ノ壌

強 又 ハ減 弱 ハ殆 同様 ノ 「バ ー セ ソN二 止 マ リ豫 後 ノ

鮎 ヨ リ観 察 ス,レモ 雨方 向 ヲ示 シテ ヰ タ。

活 動性 肺 結 核 ノ際 ノWitebsky,Klingenstein自 均 ノ

實 験 デ ハ80-90%二 強 陽性 ヲ示 シ、 多 ク ノi追試 者 ノ

成績 二見 テ モ70--80%陽 性 ヲ示 シ、=v迄 壁 表 セ ラ

レタ色 々 ノ抗 原 ノ中 デ 最 モ 高度 ノ陽性 傘 ヲ示 ス。結 核

二i封スル 特 異 性 ノ 貼 二於 テ モ他 ノ抗 原 二劣 ラ ヌ様 デ

ア ル。

肺 以 外 ノ結核 二於 テ ハ楊 性 率 少 キ 事 バー 般 二認 ム ル

所 デ第二期 ノ肺結核 ト第三 期 ノ肺擁 トニ於 テ陽性率

ノ差違 ヲ著者ハ認 メ得 ナ イ.

陽性反磨 ヲ呈ス ル場合 ハ 可ナ リ確實 二活動性結核 ト

噺 ジ得。(刀 根 山山中抄)

「マイニッケJノ結核 二劃 ス ル血溝笈麿 ト著者等J

實験

Dr.Karlzeck;UnsereErfahrungenmitderSerum-

reaktionaufTuberculosevonMeinicke.

Meinickeノ ・先年結 核 ノ新 シイ 血清 反磨二就 テ報告 シ

タ。夫 ハ簡輩 ナ實験 デアル事 ガ特徴デ アツタ。

著者 ノ、初 メ微量法 デ行 ヒ、 後ス ベテ艀化温度 デ 行 ツ

タ、艀化温度 デ反旛 ヲ見、引績 キ之 ヲカ強 イ振 盈 ニヨ

リ沈澱物 ヲ再 ビ分散 セ シメタ後室温観察 ヲ行 ソタ.

著者 等ハ239例 ノ成人肺結核 ト14例 ノ他臓 器結 核 二

就 テ實験 シ、樹照 ニハ非結核者240例 ノ血清 二就 テ検

査 シタ。其検査條件 ハ精確 ニシタ.慢 性或ノ・急性 炎症

患者、化膿作用殊 二妊婦血清等 ノ不安定血清 二就 テ試

験 シタ。

此検査 デハ非特異性反慮 ノ培加 ノ 爲 自己紫 出少 ナキ

艀卵 器内法 ヲ用 ヒタ.

非特異性反慮 ノ・常 二弱 陽性 デア リ、非結核者 ノ時 ノ・陽

性 反慮 ヲ示 サズ、強度及 中等度 陽性反態 ヲ呈 スルモノ

ハ確 カニ活動性結核 ノ存在 ヲ意味 シ、弱陽性反磨 ハ活

動性結核 ガ存在 スル ト云 フ事 ハ 漸定 出來 ズ シバ シバ

非特 異性 反慮 トシテ來 ルモ ノデアル。

著 者等・・239例 ノ肺結核 患者中208例(87%)ガ 陽性

デ コノ内13例 ガ室温デ弱 陽性反磨 がアツタ爲之 ヲ非

特 異性反懸 トス ルナ ラバ195例(81%)ガ 陽性反癒 ヲ

示 シタ事 ニナル。

重症滲 出性結 核ハ抗原 ノ過 剰 ノ爲 二陰性デ ア リ其存

在 スル抗原 ・・全部中和サvMeinickeノ 抗原デノ・試

験管 内 ノ反慮 ハ現ハ γナイ。

漸 シイ或 ノ・輕度 ノ疾患 ノ時 ニ モ 多鍛陰性 反晦 ヲ示ス

ハ抗原 ノ多量 ノ産生 ヲ以 テ誠明サ の レ、然 シ悪性デナ

華
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イ慢 性 結 核 デ モ陰 性 ヲ 示 ス者 ア ル ハ 設 明 二苦 シ ムガ

Me三nicke・ ・経 過 ノ不 良 ヲ物 語 ル ト云 フ。

X線 像 デ振 大 ナ ノレ所 見 が 存 在 ス ル 時 デ モ往 々氣 管 枝

振 張 症 ヤ 肺腫 瘍 ト匠 別 シ 難 キ 事 ア リ癖 斯 如 キ 時 ノ、

Meinickeノ 反 慮 ガ債 値 ア ル モ ノナ リ.

X線 所 見 無 ク陽 性 反 慮 ヲ示 ス場合 活 動 性結 核 ノ組 織 ノ

存 在 ヲ意 味 スル カ叉 ハAktiveImmunisierungヲ 意 味

シ、節臨 脈 上 ノ治 癒 ト認 ム ベ キ ヤ ハ未 解 決 デ ア,レ。 兎

二角 強陽 性 ノ場 合 ハ活 動 性 結 核 デ ア ル ト考 ヘ テ ヨイ。

肺 臓 外 結 核 帥骨 、 關節 、眼 球 及 腎 臓 結 核 二就 テ モ實 験

シ重 要性 ヲ認 メ タ.

叉 婦 人科 疾 患 ノ時 ニ モ債 値 ア リ強 陽性 ノ時 ハ 結 核 ヲ

意 味 ス ル。

非 結 核 性 血 清 ニテハ8%ノ 陽 性 反 慮 がア ツタ が全 ク弱

陽 性 デア リ強 及 中等 度 陽 性 ノモノヲ認 メズ。陽性 反 慮 ヲ

示 セ ンモ ノ ・1部 ハ 感 染 反 鷹 ト認 ム ベ キ モ ノデ ア ル。

斯 如Meinickeノ 反 旛 ノ特 異 性 ト鏡 敏 度b・ ・ヨク用

ヒ ラ レル補 膿 結 合 反磨 二劣 ラズ役 立 ツ モ ノデ ア ル。

(刀 根 山 山 中抄)

喀擾 二於 ケ ル食 鯉測 定 ノ意義

Ott◎Zom.:DieBedeutungderKochsalzbestimmung

imSputum・

Organismus・ ・NaClヲ 貯 藏 ス ル モ ノ ナ リヤ 叉 種 々

ノ肺 疾 患 二於 テ此 ノ 能 力 有 リヤ否 ヤ ヲ究 得 ル ヤ如 何

メ喀 疾 槍 査 ニ ヨ リ減 食 盤療 法 ノ 適 鷹及 ビ禁 忌 ヲ定 メ

ヲ知 ラ ソ ト企 テ喀 褒 中及 ビ尿 中 ノNaCl排 泄 ヲ測 定

セ リ。普 通食 デ ハ 患 者 ・・1日10乃 至11瓦 ノ食 璽 ヲ振

取 ス ル。(inbayeri§chenHeilstatte)

氣 管 枝疾 患 ノ患 者及 ピ 氣 管 枝 振 張 症 ノ 患 者 デ ・・食 盤

ノ排 泄 量 ハ 高 ク肺膿 瘍 デ ハ食 璽 ノ貯 留 ア リ.

肺 壌 疽 疾 デ ハNaClノ 多 量 ヲ 含 有 シ然 モ喀 痕 量 ハ非

常 二多 量 ナ リe肺 結 核 ノ種 々 ノ型 ニ ヨ リテ モ異 ルb

例 ヘ バ滲 出 性、 乾酪 性 滲 出性.空 洞 性 滲 出性 ノ過 程 バ

NaCl量 ハ僅 少 ナ リe之v=人 工 氣胸 ヲ施 ス ト喀 疲 ノ

NaC1壇 加 シ蛋 白 ハ減 少 ス。

而 シテ次 ノ場合 二於 ケ ルNaCI測 定 ニ ヨ リ次 ノ如 ク

結 論 セ リ.

1。 減 食 魎 榮 養 ノ場 合

2。 試 験 的 食 盤 員 荷

3.水 ト食 盤 トヲ樋 取 セル場 合

4.水 試 験(Volhardノ 攣 法)

5.高 張 ノ食 盤 水 ヲ静 脈 内 二注 入vv場 含

録 【第13巻

結 論

〔1〕喀疾 二於 ケ,レ食 鞭 排 泄 ハ 呼 吸 器疾 患 二於 テ各

異 ナ ル。

a.慢 性 氣 管枝 炎 患 者及 氣 管枝 披 張症 ノ患 者 二於

テ ハ掻 取 サ レタ食 鰻 量 トanalogノ 量 ヲ排 泄 シ

異 常 ノ含有 量 ヲ示 サ ズ.

b.氣 管 枝 振 張症 ノ患 者 ハ軍 二減 食 盤 的 二虚 置 サ

ル 可 キ ニ非 ズ.

減 食 盤食 餌 ノ喀 疲 量 二及 ポ ヌ影 響 二關 ス ルFalk

ノ検 査 ハ是 認 シ得 ズ。

c.肺 膿 瘍 ノ喀 疲 中 ニハ食 轍 ノ貯 藏 ア リ其 ハ膿瘍

中 二食 盤 ノ貯 留 サ レル爲 ナ ラム.

d.肺 壌 疽 二於 テ ハ全 ク正 常 ノ食 囎 含 有 董 ヲ示 セ

,レヲ以 テ進 ソデ観 察 セ ズ窃

e。 肺結 核 患 者 ハ 食 盤排 泄 二或 特 異 性 ヲ示 ス,

1.早 期 空 洞 滲 出性 過 程 即 チ非 常 二急 性 ナル過

程 二於 テ ハ減 食 鞭 食 二際 シテ食 盤 排 泄 ハ比較

的高 度 デ食 鞭撮 取 二際 シ貯 留 ヲ示 ス.

2.慢 性 過 程 デ ハー 般 二榮 養 撮 取 ト關 係 ア リ.

3.病 理解 剖 的 二移 行 型 ニア ル モ ノハ直 チ ニー

定 ノ系統 二入 レ,レコ トヲ得 ズ。

4.氣 胸 ヲ行 ツ タ滲 出性 症 例 デ ノ・食 盤 員荷 二際

シ食 盤 ノ貯 藏 ヲ示 サ ズ。

氣 胸 ハ間 接 二喀 疲 ノ組 成 二影 響 ヲ與 ヘ ンレ様 デ

アノレ。

〔瑚 一暦 進 ムデ喀 疾 検 査 ヲ 行 フ コ トニ ヨ リ結 核 患

者 二於 ケ ル食 鞭代 謝 ノ 明 ラ カナ 」レア'レ表 象 ヲ得 麿

ナ ラ ム。

食 魎投 與 ノ後 食 盤 ノ 保 留 ヲ示 ス様 ナ 場 合 ニハ減 食

瞳療 法 ハ有 数 ナ ル可 シ。

氣 胸 肋 膜炎 卜其 ノ簡 輩 ナ ル然 モ有 鼓 ナ ル同避 法

IldebrandPertin.:VberPneumothoraxpleuritisund

eineeinfacheundwirksamemethodeihrerVermei-

dung.

臨 肱讐 學 二 氣 胸 療 法 が 行 バ レル樵 ニ ナ ツテ 以 來合 併

症 トジ テ肋 膜 液 ノ 出現 ヲ 防 グ コ トハ 不 可能 ナ リキ。

肋 膜 内 二注 入 サ レタル 油 朕 物 質 が 肋 膜組 織 二 結締 織

原 細 胞 ノ堆 生 ヲ促 シ局所 的 免疫 ヲ大 ナ ラ シ ム'レ コ

ト ヨ リ恐 ラ ク輕 度 ノ炎 性過 程 ガ 肋 膜 ノ感 染 二i封ヌ ル

抵 抗 ヲ作,レ ナ ラ ム トノ假 定 ノ下 二Unverrichtノ ・油 注

入 ノ場 合 ハ野 照 ト異 ナ リ滲 出液 ヲ 見 ズ共 ノ肋膜 ノ組

織 學 的 検 査 ニ ヨ レバ 胸 膜 ハ 強 度 二血 管 ノ増 生 ヲ認 メ
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廣 範 二及 ベ ル充 血 セ ル毛 細 血 管 ヲ 詮 明 ジ同 時 二組 織

ノ・多 藪 ノ 淋 巴球 ノ 浸 潤 ア リ他 二 大 軍 核 細胞 及 ビhis-

tiogenノ モ ノ モ混 ズ ル モ菌 ノ・謹 明 セ ザ リキ。即 チ愛 性

滲 出 性 過 程 ヨ リ モ再 生過 程 ヲ 圭 墾 トス ル 繊 維 素 性 肋

膜 炎 ナ リ.

此 ノ動 物實 験 ノ好 結 果 ヨ リUnverrichtハ 患 者 二此 ノ

方 法 ヲ行 ヘ リ.

術 式 ハ氣 胸 器 ノ 迭 氣 管 ヲ十 分迭 氣 シタ ル 後 ハ 氣 胸 針

ヨ リ取 リハ ズ ンrvコ ー 門 注 射 器 ニテ 油 ヲ針vaリ 注

入 ス ル.

患者 ノ大 部 分 ハ 注 入 セル 日 ニハ 全 部 牽 引性 ノ痒 痛 ヲ

訴 へ 翌 日ニ ハ規 則 的 二盟 温 上 昇 ア リ ト.而 ンテ 「レ ソ

トゲ ソ」學 的 二全 部 二Sinusexsudatヲ 示 ス モ 大 部 分

ハ14日 ニ シテ吸 牧 サ レル然 モ滲 出液 ハ穿刺 ヲ要 シタ

リ或 ・・之 レが爲 二氣 胸 ヲ 中止 ノヤ ム ナ キ ニ 至 ル程 多

量 ナ リシ コ トナ シ。併 シ完 全 氣 胸 ヲ行 フ場 合 ハ 油注 入

後15日 ヲ経 テ反 磨 的局 所 及 ピー般 症}伏 ノ静 止 ン痢 レ

時 二行 フ.

之 レ土 ヨ リ假 令 肋 膜 二繊 維 性 ノ憂 化 ハ 謹 明 ス ル モ氣

胸 療 法 ヲ止 メタ ル後 二 虚 腕 肺 ノ櫨 ガル ヤ 否 ヤ ノ懸 念

ヲ 要 ス1レ程 強度 ノモ ノハ ナ ク肋 膜 液 ノ 滲 出機 縛 ヲ 同

避 ス ル 憶 トヲ得.(刀 根 山 杉 田 孔 友抄)

結 核 外 專 門 難 誌

下 水 澤 化 装 置 申 二於 ケ ル有 毒結 核 菌 ノ蓋 明

HansGerhardAbshagenu。AlfredSehiRzel:Zum

NachweisvirulenterTuberkelbacilleninKl蓋ran1-

agen:(Zent.BLf.Bakt.1.orig.Bd.134.1935S。

375).(Hyg.InsLd.Univ.Rostock).

病 院 ノ下 水 濾 過 装 置 叉 ハ 濾 過 後 ノ排 水 中 二於 ケ ル結

核 菌 ノ生 存 能 力 二關 シテ ハ種 々ノ業 績 ア レ ド、著 者 ボ

次 ノ2ツ ノ理 由 ヨ リシ テ更 二此 ノ 實 験 ヲ 反復 ス ル ノ

必 要 ヲ認 メ タ リ.

(Ij以 前 ハ患 者 ノ喀 疾 ハ直 接 下 水 中 二流 サ レ シモ、

近 來 二於 テ ハ喀 疾 ハ先 ヅ 集合 的 二清 毒 セ ラ レ然 ル後

捨 ラル ・ノ爲 、古 キ實験 成 績 ハ 當然 再 検 討 ヲ要 ス可 キ

コ ト.

〔田 以前 ハ菌 ノ謹 明 法 トシ テ ハ概 ネ 動 物 注 射 が常 用

サ レシモ、近 來 特 二賞揚 セ ラ レツ ・ア ンレ培 養 謹 明法 二

俵 リテ新 タ ナ ル成 績 ヲ得 ラル ・ヤ モ 知 レザ ル故 ナ リ、

コ ノ實験 ノ結 果 ハ大 略 次 ノ結 論 二到 達 セ リ.

郎(i)下 水 、或 ハ濾 過 泥 中 二於 ケ ル結 核 菌 ノ生 存 能 力

ハ他 ノ充分02ノ 供 給 アル場 所 二於 ケ ル3リ 著 シク短

糸宿セ ラ ルe .、

(ii)是 等 生 存 能 力 弱 キ結 核菌 ヲ 培養 法 二依 ツ テ他 ノ

Sporenhaltig/F乞uhissbakterienヤ 、抗酸 性 雑菌 ヨ

リ分 離 セ ン トス ル事 ハ甚 ダ シク困難 ナ リ、.是等雑 菌 ノ

繁殖 カ バ 甚 ダ シ 〃 旺 盛 ニ シ テ 培 養 材 料 ヲ0.5%ノ

H2SO4ニ テ15分 間礎 置 ス ル モ コ レ ヲ抑 歴 ス 」V事不 可

能 ナ リシ ヲ以 テ ナ リ.

(iii)=ノ 結 核 菌 含 有 ノ下 水 材 料 ヲ 海 猿 二機 種 ス ル ニ

ソ ノ注 射 局 所 二限 局 性 ノ病 髪 ヲ起 …スニ ス ギ ズ、全 角 的

ノ病 攣 ハ コ レ ヲ惹 起 ス ル コ トナ シ.

他 ノ場合 二於 テ結 核 菌 ノ微 量 謹 明 ニ ハ 培 養 法 が 優 越

ヌ ノレナ ラ ソモ、本 實 験 ノ如 ク甚 ダ シク抵 抗 力 弧 キ雑 菌

ノ共 存 二於 テ ハ培 養 ニ ヨル詮 明 ハ不 可 能 ニ シ テ、動物

接種 ノ奮 法 二如 カザ ノレガ如 シ.(北 砥 糟 谷 抄)

BCGノ 脛 口的 投 與 二依 ル海 獲 及 家 兎初 生 見 ノ冤

疫

Pr6munitionantituberculeuseducGbayeetdulapin

nouveaun6§aumoyenduBCGabsorb6parlavoie

baccale.(ARnalesderinatitutPasteur.T.50.No.

6,1935)

實 験 方 法:先 ヅ 海 狸 及 家 兎 ノ 幼 生 見 二 生 後 直 チ ニ

BCGノ ー 定 量 ヲ纒 口的 二投 與 シ、 或 期 間後 結膜 カ ラ

毒 力 ノ強 ・イ結 核 菌 ヲ感 染 セ シメ、2ケ 月後 解 剖 二付 シ

テ其 免 疫 数 果 ヲ 見 ル。 叉再 投 與 、 分 割 投 與ffractio・

nnementdesdoseS」 及 皮 下 ヨ リス ル再 投 與 ノ 数 果 ヲ

見 ル.

實験 成 績

1.海 猿 幼 生 見 二生 後2日 間 ヨ リ毎 日 引績 キ1Cα}ti-

gr.ノ 「BCG」 ヲ4日 或 ハ6日 間 ニ ワタ ツ テ投 與 ス,レ

ト、 是 等 實 験 動 物 ハ、結 核 感 染 後2ケ 月 間 二於 テ ハ、

其結 核 病 饗 ハ封 照 動 物 二比 シテ輕 度 デ ア ル、結 核 感 染

二使 用 ス ル結 核 菌 量 ヲ少 ク ヌyバ 、(例ヘ バ0.1mgrノ

代 リニO.01mgr)實 験 動 物 及 封 照 動物 間 ノ差 ・・盆 々著

明 ニ ナ♪レ。

2.前 同 ノ方 法 ニ ヨツ テ海 猿 幼 生 見 二 「BCG」 ヲ輕 口

的 二投與 シ、1-2ケ 月後 再 ビ経 口的 二fBCGJヲ 投 與

シ テ モ、之 ニ ヨツ テ結 核 二封 ス ル抵 抗 力 ガ ヨ リ以上 塘
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強 サ レル蝶 ニ ハ 見 エ ナ イ.解 割 所 見 ハ再 投 與 ヲ受 ケ ナ

カ ツタ實 験 動 物 ト同様 デ アル。

3.「BCG」 ノ大 量 投 奥 ヲ 受 ケ タ海 猿 幼 生 見 二於 テ ハ

(9BCG,ノCentigr.ヲ15伺)封 照 動 物 二比 シテ、各臓

器 二於 ケ ル結 核 病 饗 一般 牝 ノ傾 向 ハ少 イ ガ、然 シ此大

量 投 與 ニ ヨ ツ テ賦 與 セ ラ レタ抵 抗 が、少 翫投 與 ニ ヨ ツ

テ與 ヘ ラ レタ抵 抗reリ モ優 ツ テヰ ル トハ 思 ハvナ イ。

4.家 兎 幼 生 兇 二同 ジ ク脛 月 的 二 「BCG」 ヲ投 與 シ、

「ツ ベル ク リ ン」二i封シテ感 受 性 ヲ 有 ス ル モ ノ ニ 結 核

感 染 ヲ行 フ ト、封 照動 物 ト同様 二病 攣 が振 が ル。 然 シ

ー般 的 ニ ハ其 病 憂 ハ 劉 照 動 物 二比 シテ 多 少 輕 度 デ ア

ル。之 ハ結 核 感 染 二結 膜 ヲ使 用 ス ル コ トが家 兎 二封 シ

テ苛 酷 二過 ギル タ メ デ ア ラ ウ.

5。 一 定 量 ノBCGヲ ー度 二投 與 ス,Vsリ モ、 何 回

ニ モ分 ケ テ分 割 投 與 ヲ行 フ トb動 物 ハ 「ツ ベ ル 〃 リンJ

二i野 シテ ヨ リ強 度 ノ感 受 性 ヲ示 シ、結 核 二封 ス ル抵 抗

モ 、1同 投 與 ノ場 合 二比 シテ、 多 少壌 強 ス ル。

6.海 猿 幼 生 見 二先 ヅ上 記 ノ方 法 二依 ツ テ 生 後 直 チ

ニ 「BCG」 ヲ投 奥 シ、引 績 キ0.01mgrノ 「BCG」 ヲ皮 下

二10同 接 種 ス ル ト多少 抵 抗 ヲ増 張 ス ル。 淋 巴 腺 ノ腫

脹 ハ實 験 例 封 照例 共 殆 ソ ド同様 デ ア ル が、脾 臓 ハ實験

例 二於 テ ハ全 ク オ カサ レ ズ、之 二反 シテ封 照例 二於 テ

ハ8-10個 ノ結 節 ヲ有 ス ル。
な

7.fBCGj注 射 ヲ経 口投與後6週 閲後 二行 フb、 此

注射 二依 ツテ明二抵抗 ガ増強サ レノレ。淋巴腺 ノ病墾 ハ

實験例封照例共、大 ナル差 ハナク、其腫脹度 ハ實験例

二於 テ多 少大 デアルガ、醤 照例 二比 シテ腫 脹淋巴腺 ノ

撒 ノ、少 イ。注射 ヲウケ タ動物 二於 テハ脾臓 ハ全クオ カ

サvメ 、之 二反 シテ封照例 ハ10--20ノ 結節 ヲ有 ツ、

経 口投 與 ノ ミデ注射 ヲ受 ケナ カツタモノハ2個 ノ結

節 ヲ有 ス。

結 語

L8CGノ 経 口投 奥 二際 シテー度 二大量 ヲ輿^ル ヨ

リモ、 同量 ヲ分割的 二投與 ジタ方 が結果 ハ大 キイ。

2.生 後 ノ 「eCG」経 ロ投1奥後少ク トモ1ケ 月後 二皮

下接種 ヲ行 フ ト,之 ガタ メニ結核 二野 ヌル抵抗 ヲ可成

リ場強 スル コ トが出來ル。

3.Calmette,G蟹 逝纏 ノ示 セ シ如 ク「B㏄ 」ヲ連績的

二投 與スル ト、本菌 ノ淋 巴腺 系統 内二於 ケル壌生 が助

長 セ ラレ其 ノ人儘俊入 が 啓遍化 セ ラルモノ ト考ヘ ラ

シ 罐レ。

(傳研、 高橋抄)

録 【第13倦

「BCG」 「りポ イ ド7ラ ウ シ ヨ ン」ノ鮫 學 的 分析

E.℃ha聯 ∬etWSehaffer:Ama1.yse8drelogique

desdifferentsfractionslip(賊d翰uesduBC(三(Ann-

alesdeJ'institutPasteur.T.50.No.6。1935)

蝋 質 ヲ除 ク ト本 菌 「リポ イ ドJ様 物 質 ノ化 學 的 組成 ハ

他 ノ抗 酸 性 菌 ノ夫 ト大 差 ハ ナ イ。本研 究 ノ目 的 ハ是 等

「フラ ク シ ヨ ソ」ノ免 疫 學 的 性 状 ヲ攻 究 シ
、特 二「BCGJ

ノ 「リポ イ ド」様 物 質 が(lipides)、 「h紐繭e」 デ ア ル

カ、 眞 ノ免疫 元 デ ア,レカ、若 シ眞 ノ免 疫 元 デ ア ル トス

レ バ、 其免 疫 元性 ハ ドノ部 分 ニア ル カ、此 免 疫 元姓 ヲ

有 ス ル 部分 モ 夫 自 均免 疫 元 ナ ノ カ叉 ハ他 ノ何 レカ ノ

附 著物 二依,レ ノデ ハ ナ イ カ等 ノ諸 問 題 ヲ 決 定 スル ニ

ア ♪レ。

1、Phosphatides.

類 黄 色 ノ粉 末 、 融鮎115℃ 、燐 含有 量1.6%窒 素 含有

量0.4%、 蛋 白反 磨 ハ ナ イ.

本Phosphatide・ ・眞 ノ抗 元 デ ア3レ。 馬 ノ抗fBCG」 血

清 卜補 盤 結 合 反 慮 ヲ起 ス バ カ リデ ナ ク、家 兎 二注 射 ス

ル ト夫 自 身抗 盟 ヲ形 成 ス ル。其性 状 ヨ リ見 ンバBoquet

etNもgreノ 「メ チル ア,レ コー ノVJ抗元 ト全 ク類 似 ス ル

が共 能 働 性(Activ漉)・ ・多少 弱 イ様 デ アル。 雨 抗元 ノ

患 者血 清 二封 スル結 果 ハ 同様 デ ア,レ。 叉 「メ チ ル アル

コー ル」抗 元 ヲ以 テ免 疫 シ タ家 兎血 清 ト本fPhosphat・

ideJノ 、ヨク反 磨 シ、其 逆 ノ事 賓 モ ア,レ。 然 シ此2ツ ノ

抗 元 ハ抗 結 核 菌 蛋 白血 清 ト ハ 反 磨 シナ イ。 本fPhos・

phatideSJハ 又 抗 人型 結 核 菌 血 清 或 ハ 抗 鳥 型結 核 菌血

清 トモ ヨク免 疫 反 慮 ヲオ コヌ。

本Phoshatid6ノ 有 ス ル能 働 力 ノ・本Ph(rsphatide:.特

有 ナ モ ノデ ア ソテ 、他 ノ何 ラ ノ附 著物 ニ ヨ ラナ イ。 此

Phosphatideノ 浮 游 液 ヲ 遠 心 沈 澱 シ、 英止 清 ヲモツ

テ免疫 反 磨 ヲ行 フ ト、 上 清 申 二Phosphatidesノ 粒 子

が ノ コ ツテ ヰ ル 間 ノ、成 績 陽性 デ アル。 ガー度 「エー テ

ル」デ此 粒 子 ヲ落 シ テ シマ ウ ト最 早 反 磨 ハ陰 性 ニ ナル。

本Phosphatideヲ 「メ チ ル ア ル アー・ンレJヲ 以 テ溶 解 シ亀

其 不 溶 解 二止,レ残 髄 ヲ取 出 シ、 サ ラニ 「メ チ ルア,レヨ

ー ノレ」二熔 解 ス ル 〉、 此 爾 液 ハ免 疫 學 的 二見 テ イ ヅ レ

モ同 襟 ナ能 働 力 ヲ示 シ、血 清 學 的 二異 ツタ性 状 ヲ示 ス

「フ ラ ク シ ヨyJヲ 鴛 ル コ トノ、出 來 ナ イ。デ少 〃 かモ獅

此 「fractionphosphatidiqueJ7・ 「㎞09加e」 ノ尼?テ

ア ツ テ総 盟 が抗 元性 ヲ有 ス ル モ ノデ ァ ラゥ。

本P}iosphatideノ 「ア,レコー ル」溶 解 度 ハ 「ア ル コー

鞠1鵬 二 》 キ0.2mgr.ノ 割 デ アル㌔ 其 補 髄 結合 反 慮
礁
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二要 スル 最 小 使用 量 ハO.0003mgr.デ ア ル。

皿、 脂 肪 質 ・

類 黄 色 ノ軟 性物 質、 融 鮎41。C.「 ヨー ド」系鍛40.7、

「サ ポ ニ ソ」化 系薮220。8 、游 離 酸 系鍛78.8、fPhos・

phatide」二比 シテ、期 廠 馳 ハ(禰 結合鷹)麦

以 下 デ ア ル.然 シ此 血 清 反 磨 ガ陽性 デ ア ル ノハ、脂 肪

質 ノ中 二含有 セ ラvテ キル微 搬 ノPhosphatide(2-

3%)ノ タ メ デ ア ラ ウ.

皿、蠣 質

抗酸 性 ヲ示 ヌ 白色 粉 末 、 融鮎48℃.燐 、窒 素 ノ極 少 量

ヲ含 有 ス ル。 蛋 白反 慮 ナ シ、 「suspensionjヲ ツ〃 ル能

ハ ズ.補 盟 結 合 反 磨 全 ク陰 牲。(傳 研 、 高 橋 抄)

人 問 二於 ケ ル結 膜 ノ結 核 初 感染

V.MoraxetE.Rist二L'infeetiontuberculeuse

P㎡mitivedelaconjonctiveChezl'homme.(Annales

del,institutpasteur.T.50.No.6,1935)

感染 位 置 ノ關 係 上 其 治癒 機 縛 ヲ 直 接縫 績 的 二 目撃 シ

得 ル結 核 病 ノ 中 ニ ハ包 皮結 核 、皮 膚結 核 及 ビ結 膜 結 核

が ア,レ、是 等 ノ中 包 皮 ノ初 感 染結 核 ガ最 モ ヨク知 ラ レ

テ ヰテ其 報 告 モ多 数 ア ル。今 日 二於 テ ハ包 皮 初 感 染 結

核 ハ非 常 二稀 ニナ ツ タ ガ、今 世紀 ノ初 期 二於 テ モ、ヂユ

ダ ヤ」人 ノ宗 敏 團 艦 ノ 中 ニハ 多撒 ア ツタ、 之 ハ宗敏 儀

式bシ テ初 生 見 二i封シ テ割 彊 ヲホ ドコス タ メ、術 者 ノ

結 核 ヨ η感 染 ス ル カ ラデ ア ル.然 シナ が ラ結 膜 ノ初 感

染 結 核 二關 シテ ハ其 臨 脈例 モ少 ク、從 ツテ其 報 告 モ少

ク其 統計 的観 察 ヲ ナス 獄 トハ 困難 デ アル。ノ ミナ ラ ズ

臨 駄 者 ノ中 ニ ハ結 膜 ノ初 感 染 結 核 ノ 存在 ヲ 否 定 シテ

ヰ ル者 サ ヘ ア ル。

著 者等 ハ長 年 月 ノ間 二7例 ノ結 膜 ノ 初 感 染 結 核 ノ確

實 ナ臨 抹例 ヲ得 タ。因 二其1例 ノ臨 脈観 察 ヲ略 記 ス レ

バi欠ノ如 シ。

観察 例1、JeanReJ・ … 。5歳 、 ♀・、1916年3月23日

入院 、 榮養 佳 良 、 容 姿 強 健 、3月12日 、 左 耳 前部 二

終痛 ア}レ腫 脹 ヲ訴 フ、結 膜 ノ獲 赤 ヲ トモナ ヒ分 泌 物 ア

リ。 日 ト共 二悪 化 シ、 眼瞼 ノ腫 脹 、 流 涙 ヲ認 ム、分 泌

物 アマ リ多 カ ラ ズ、眼 瞼 ヲ醗 縛 ス ル ト瞼 結 膜 ハ 強度 二

蛮 赤 シ、 大 ナ ル濾 胞 ヲ多激 認 ム、眼 球 結 膜 ニ ハ蛮 赤 著

シ カラ ズ
0

4月5日 、眼瞼 二波動 ヲ認 ム、刺穿 ニ ヨリ灰色様 ナ膿

ヲ得、抗酸性菌多倣 二存在 ス。

治療 ニヨリ完全 二治癒 ス、一般健康状態 良好、感染當

時患者家族 中二女 中ア リテ肺結核 二伸吟スミ感染源 ナ

録 鰯

ソラ ク此 虜 ニ アル ナ ラ ソ。

著 者 等 ・・是 等7例 ノ臨SPkau察 二依 ツテ 次 ノ 如 ク結 論

シテ キル。

観 察 シタ 患者 中 ニ ハ肺 結 核 叉 ハ 肺 門淋 巴腺 ノオ カ サ

レタ例 ハ全 ク ナ カツ タ、然 シ1例 二於 テ流 血 中 二菌 ヲ

認 メ タ ガ非 常 二輕 症 デ ア ツ テ、跡 方 ナ ク 治 癒 シタ。

calmette及Gu6rin二 依 ツテ 、 海狸 二結 膜 ヨ リ結 核

感 染 二行 フ ト病 壁 バー 般 化 スル コ トが知 ラ レテ キ,レ

が、著 者 等 ノ臨 脈 経 験 二依 ツ テ ハ此様 ナ例 ハ認 メ ラ レ

ナ カ ツ タ。 豫 後 ハ、現 今 一 般 二考 ヘ ラ レテ ヰ ル訊 二反

シテ良好 デ ア ツ タ.結 膜 ノ初 感 結 核 ノタ メ致 死 シタ例

ハ ナ イ。(傳 研 、 高 橋 抄)

結 楼菌 濾 過 型 二 關 ス ル研 究(第 三 報)

,,Protogeuestuberculeux"ノ 培養 二就 テ

G.SauarellietA.Alessandrini:Etudessurl'ultr-

avirustuberculeux(troisi加rem6m◎ire)Surla

cultUredes,,Protogさuestuberculeux"。(Annalesde

l'institUtPasteurT.50.No.6。1935)

實 験 二際 シ テノ・從 來 ノChamberland及 ビBerkefeld

ノ「ブ ー ヂ」ヲ使 用 シナ イ デ、所 謂 著 者 等 濁 特 ノ内 外 二

室 ヨ リ成,yf=mヂ ウ ム」二重 嚢 ヲ使 用 シテ キ ル。而 シ

テ著 者 等 ノ・此 二 重 嚢 ヲ使 用 シテinvitro及 ビinvivo

培 養 二俵 ツテ得 タ濾 過 型 結 核 菌 二i封 シテ"Proto9加es

tuberculeux"(結 核 菌 登 生 型)ナ ル名 爾ヲ 付 シ テ ヰ ル.

本 型 ハ顯 微鏡 的 ニハ殆 ソ ド見 エ ズ、 抗 酸 性 ヲ有 セ ズ、

二 重 嚢 ノ内 室 ヨ リ外 室 二通 過 シタ濾 過 型 デ ア,レ。本 實

験 二於 テ ハ、Sauton戊 液 ニテ結 核 菌 浮 游 液 ヲ作 リ、

之 ヲニ 重嚢 ノ内 室 二入 レテ 其 儘 家 兎 腹 腔 内 二接 種 シ、

叉 ハSauton氏 培 地 二寝 漬 シテ数10日 間培 養 シ、二 重

轟 外 室 二 出現 ス ル,,Protogbuestuberculeux"ノ 培

養 試 験 ヲ行 ツ テ ヰ ル.其 結 論大 要 次 ノ如 シ。

1)二 重 嚢 外 室 二 號 生 シタProtogさuestuberculeux

ハ繁 殖 能 力 ヲ有 ・¥L6wenstein培 地 ニ ハエ ル。通 常 此

ノ曇 生 型 ・・「nonpath◎9もRe」 デ アノレガ、 此 培 地 二於 テ

ハ定 型 的 ナ毒 力 ヲ有 ス ル 「Macroαulture」 トシテ登 生

シ、.叉non・pathGgbneノ 「MicrocUlturejト シテ モ駿

生 スル、 後 者 ハ培 養 ヲ累 ル ト毒 力 ヲ有 ス7v:「Macro-

culture3二 移 行 ス ル。

2)號 生型 ノ培 養 二際 シ テ ハ鶏 卵 培地 ハ 必要 力〃可

カ ラ ズ。 他 ノ培 地 ハ本 實験 二適 當 デ ナ イ。叉 此 饗 生 型

ハ、 其 培養 ニ アタ ツ テ ノ 「コ ロ ヂ ウ ム」二重 嚢 がin

vivo或 ノ・invitroニ オ カ レテ カ ラ30-45日 間 二取
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リ出 サ レタ 場合 二最 大 ナ繁 殖 能 力 ヲ示 ス。

3)「=crヂ ウ ム」嚢 ノinvivO及 ビinvitro内 放 置

ガ上 記 ノ 日籔 ヨ リノ ビル ト獲 生 型 ノ 繁 殖 増 生 力 及 ビ

其 生 活 力 ハ減 弱 サ レル.此 事 實 二關 シテ ハ弱 イナ が ラ

腹 腔 内 漿 液 ノ 「Actionbact6ricideJモ 考慮 二入vナ ケ

v・バ ナ ラ ヌ,,56日 以 後 ニナ}レ ト、 縦 へ取 リ出 サ レタ

外 室 内内 容 ニ ハ登 生 型 が多 籔存 在 ン テヰ テ モ、其 培 養

試 験 二於 テ、 毒 力 ヲ有 ス ルMacrocultureヲ 得 ル事 ハ

出來 ナ イゥ60日 ヲ過 ギ ル ト如 何 ナ ル 培 養 成績 モ陰 性

二終 ノレバ カ リデ ナ ク、「コ ロ ヂ ウ ムj嚢 ノ外 室 二 ・・染 色

性 ノ顧 粒 ヲ認 メ ル コ トハ 出來 ナ イ。

4)「=ロ ヂ ウム」二 重 嚢 ヲSauton氏 培 地 二浸 漬 シ

タ場 合 ニ モ上 記 ノ如 キ事 實 ガ ア ル。之 ハ 空 氣鉄 乏 ノ爲

デ ア ラ ウ.(傳 研 、 高 橋抄)

結 核 性 動 脈 炎

W.G.Barnard;Tuberculousarteritis.(」.ofPatho.

1◎gyandBacteriology,Vol.XLNo.3.1935)

結 核 性 動 脈 炎 ノ ミヲ麗 内 二於 ケ;レ 活 勲 性 結 核 病 竈 ト

シ テ有 シ テ ヲ ツタ剖 検 例 ヲ報 告 シテ ヲル。而 シテ コ ノ

病 竈 ハ 血行 中 二入 ツ タ結 核 菌 が 血 管 ノ 内壁 二附 著 シ

テ生 ジタ原 登 性 ノ 病 竈 デ ア ラ ウ トノ理 由 二就 テ訊 明

シテ ヲ ル.(満 大 微 生 物 、 戸 田抄)

9ツ ベ ル ク リン」有 妓物 質 ノ 化 學的 組 成 二關 ス ル

研 究

第19報 有 妓 物 質 申 異 ナ ル 「フ ラ ク シオ ン」ノ抗

元 的 特 性 並 二 水 酸 化 「ア ル 竃ニ ウム」及獣 炭 末 吸

著 ノ影 響

FlorenceB.Seibert:TheChemicalComposition

ofTheActivePrin¢ipleofTuberculin,XIX.Differ-

encesintheantigenicpropertiesofVariousfrac・

tion§;AdsorptiontoalmiRiumhydroxideand

charcoaL(J.ofimmunol.VoL28.1935,S.425).

(HenryPhippsInstitute,Univ.ofアennsylva籍ia)

著 者 等 ノ方 法 ニ ア ツ テ(硫 酸 「ア ソモ ニ ウム」或 ハ三 盤

化 酷 酸 沈 澱)精 製 セ ル 「ツ ベ,Vク リ ン」有 数 物 質 が大盟

二於 テ蛋 白質 性 ニ シテ ソ ノ中最 モ 大 イ ナ ル 分 子 ヲ有

スル モ ノノ・分 子 量25.000、 最 モ小 ナ ル 分 子 ノ・2.000

ニ シテ 訟 ノ間 ニ ア ラ ユ,レ大 サ ノ分 子 ヲ網 羅 ス 可 キ事

ニ ツ イ テ ハ 既 二之 ヲ述 ベ タ リ。

而 シテ、亦 コ ノ中大 イ ナ,レ限 界 ニ ア ル分 子 ハ結 核 海撰

二特 異 的皮 膚 反 慮 ヲ起 シ、且 免 疫 血 清 トノ間 二著 明 ナ

ル沈 澱 反磨 ヲ示 ス ・・勿論 、 更 二Vollantigenタ,レ 能

カ ヲ保 持 シ、健 常 海 狸 ヲ感 作 ス ル作 用 ア ル ニ反 シ、 小

ナ,レ限界 ニ ア,レ分 子 ハ皮 膚 反 磨 ヲ起 シ、或 ハ免疫 血 清

bノ 間 二沈 澱 反慮 ヲ起 ス能 力 ・・存 スvド モVollaRti・

genト シ テ ノ作 用 ハ 既 二失 ヒ 居 ル 事 二就 テ モ既 二述

ペ タ ♪レが如 シ。

本編 二於 テ ハ コ ノ中 小 ナ ル 分 子 童 ヲ有 ス;レ(SOTT=

合 成 培 地 ヨ リ製 セ ル 薔 「ツ ベル ク リン」 ヨ リ三 唖 化酷

酸 ヲ以 テ沈 澱 シタ ル有 数 物 質)ヲZ。z◎ya其 他 ノ研 究

者 ノ方 法 二從 ヒ ヨ リ大 イ ナ,v非 特 異性 ノ物 質 ノTeil・

cheR譜 吸 著 セ シム,レ事 二mり 、 抗 元 性 ヲ得 ル ニ到 ル

ヤ否 ヤ ヲ見 ソ トセ リ。

即 コ ノ(SOTT>ヲ 水 酸 化 「アル ミニ ウ ム」ノTeilchen

二吸 著 セ シ メ、之 ヲ家 兎 ノ腹 膜 腔 内 二連 績 的 二注 射 シ

タ ル ニ其 ノ血 清 ハ大4ナ ル分 子 ヲ有 ス 」lz(M9・ 二硫

酸 「ア ソモ ニ ゥム」ニ ヨ リ沈 澱 セ シメ タ ル有 数 物 質)抗

元 二封 シテ ・・勿論 、 未 吸 著 ノ(SOTT)二 封 シテ モ瞭 『・

沈 降 反 磨 ヲ起 ヅテ、且 該 家 兎 ハ特 異 的 皮 膚 反磨 ヲ示 ス

ニ到vリ. .叉獣 炭(Bloodcharcol)二 吸 著 セ シメ タ ル場

合 モ ホ"同 様 ナ リ シ ト錐 モ、コ ノ場 合 ノ抗 元性 ノ・水 酸

化 「アル ミニ ウ ム」ノ場 合 ヨ リ劣yV。

叉 豫 メ(SOTT)ヲ 以 テ虞 置 セル 免疫 血 清b(Mg)抗 元

トノ間 二弱度 ナ レ ドモ 沈降 反慮 阻止 現 象 ヲ 認 メ得 タ

リ。 是 等 ノ成 績 ヨ リ ミル ニ、SOTTノ ・瞭 二Vollanti-

genトHaptenト ノ 中間 二 位 ス]レモ ノ ト考 フル ヲ得

ベ シ、(北 研 、 糟 谷抄)

一 般 學 術 雑 誌

結 節性 紅 斑 卜結核

HeinrichMtiller:Mtinch。(Med.Wschr.Nr.21,1935)

結 節 性 紅 斑 ヲ有 ス ル小 見 ノ「ツペ ル ク リソ」反 磨 ハ100

%陽 性 デ ア 凱 胸 部 「vソbゲ ソ」像 二於 テ モ蛮 疹 前 二

先 ヅ肺 門 部 濃 影 ヲ生 ジ 赤血 球沈 降 速 度 モ 促 進 シ ソノ

結核性 タ ルコ トハ疑 ヒハナイ。治療 二於テモ小見 ノ結

節性 紅斑 ノ・活動性結核 トシテ 取扱ハ ナケ レバナラナ

イ。然 シ成人 ノ結節性紅斑 ハ結核以外 ノ疾 患二合併 シ

テP7v=ト モア♪レJohansen氏 ハ結核性結 節性紅斑、

非結 核性結 節性紅斑、等 ト匠別 シテヰル.著 者ハ併 シ
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最 近 成 人 二於 テ初 期 浸潤 ト 關 係 ア ル2例 ノ結 核 性 結

節 性 紅 斑 ヲ観 察 シタ.(坂 口内科 、 岩 田抄)

小 見 二於 ケ ル血 行 性 肺 結 核 ノ進 行 二就 テ

R・Pohl:(Wien・Med.Wschr.Nr.22,1935)

小 見 ノ肺 結 核 ハ大 部 分 が 血 行 禰 慢 性 結 核 ノ 型 ヲ ト リ

禮 内 二入 ツタ結 核 菌 ハ 早期 二流 血 中 二入 ル,之 ハ主 ト

シ テ小見 ノ血 管 デ ハ菌 ノ透 過 性 が強 イ爲 デ アル。

初 期病 竈 が爾 新 ラ シイ間 二既 二流 血 中 二 結 核 菌 が撒

布 サ レル モ ノ ヲ初 期 禰 慢 、friihgeReralisatiORト イ フ

が之 ハ必 ズ シモ 致 死 的 ノモ ノ ノ ミ トハ 限 ラナ イ様 デ

ア ル。払 と上 箆 像 ニハ活 動性 ナ ル初 病 竈 ト共 二粗 大

結 節 状 ノ播 種grobknotigeAus§aatヲ 認 メ ル。 而 シ

テ個 々ノ病 竈 ハ 境 界 不鮮 明 デ ボ ンヤ リ トシ タ 陰影 ヲ

呈ス ル。コ ノ病 竈周 園 ノ反 慮 が強 イ ノハ菌 及 毒 素 二封

シテ小 見 ノ組 織 が防禦 力 ヲ欠 キ、強 ク感 受 性 ヲ有 ス}レ

ニ基 ク。粟 粒 結 核 デ ハ遙 カニ小 結 節}伏 デ境界 鮮 明 ノ病

竈 ヲ作 ル。

「ア レル ギーゴが進 ム ト病 竈 周 園 二於 ケ ル 激 シキ反 磨

ハ少 ク ナ リ急 性 、 亜 急 性 、慢 性 ノ粟粒 結 核 トナ ル。 此

ノ時 ノ個 腿 ノ豫 後 ハ血 行 播 種 ノ結 核 菌 ノ量 、毒 性 及 個

禮 ノ反 慮 性 ニ ヨツ テ決 定 サ レル.

小 見 二於 テハ 小粟 粒 結 核 ノ謹 明 ハ 病 理 解 剖 的 ニ モ且

叉 レ ン トゲ ソ像 ニ テモ 困難 ナ事 がア ル ガ之 ハ 肺 ノ充

血 及 淋 巴腔 ノ關係 ニ ヨル モ ノデ ア ラ ウ.

血 行 性 肺結 核 が 雨側 肺 尖 部 ノ ミニ 認 メ ラ レ ル事 ガ ア

ル、Redeker・ ・之 ヲ肺 下 部 二於 テノ・「ア レ ル ギー ニ

ヨソ テ吸牧 サ レル爲 ト 考 ヘ テ 居 ル ガ著 者 ノ・肺 尖 部 ダ

ケ ノ血 行 性 肺 結 核 ガ ア ル モ ノ ト考 ヘ テ居 ル、

小見 結 核 モ慢 性 経 過 ヲ トル 場 合 程 成 人 結 核 ト 同 ジ経

過 ヲ トリ豫 後 モ良 クナ ル.(坂 口 内科 、 岩 田抄)

小 見 結 核 ノ病 理

Fr.Hamburger:(Wien.Klin.Wschr.Nr.20,1935)

結核 初 感 染 ハ多 ク ハ小 見 期 二行 ハV晩 ク モ25歳 迄 ニ

ハ大 饅 終 了ス ル。多 ク ノ場 合 ソノ初 感 染 時 ニハ何 等症

状 ヲ示 サ ナ イ が、fソ ベ ル ク リ ンア レ ル ギー」ヲ磯 ヌ、

叉 病 竈 ノ結 核 菌 ハ爾 生 キ テ 居 リ毒 性 ヲ 有 シナ ガ ラ被

包 サ レー 生涯 症 状 ヲ呈 シナ イ事 モ アル。小見 が先 天 的

叉 ハ後 天 的 二素 質 ヲ有 ス ル場 合 ニ ハ再 燃 シテ クル、而

シテ ソノ大 部 分 ハ肺 結 核 トシテ 再 燃 ン病 状 が進 行 シ

組 織 ガ破壌 サ レ結 核 菌 ガ喀 出 サ レテ、他 ノ人 ヲ感 染 セ

シ メ ル。
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著者ハ結核 ヲ徽毒 ト同標、一期、二期、三 期 ト匿別 ス

ル、 べ トル シュキーノ云 フ様 二初期、後期 二分 ケテモ

ヨイ。既 二小見期 二於 テモ三期 トナ リ早 ク死亡 スル例

モアル。

病原盟ハ ウイー ソデハ人結核菌 ノ ミデ 飛沫傳染 ニョ

ルモノガ多 イ.

結 核菌 が個膣 三入 ル ト先 ヅ初期攣化群 ヲ作 ノレ.ソノ95

%ノ・呼吸器 デ就 中肺表面 ノ細 イ氣 管枝 デ、鼻腔、咽喉

頭、氣管 ニハ出來 ナイノハ器官 ノ素 因 ト繊毛上皮 二因

ル ノデアル。初期攣化群 が出來 ル ト「ア レル ギー2ガ起

ル此 ノ際稀 二微熱叉ハ咳漱 ヲ有 スル事 モアンレ、 次 デ

Windowitz/SubprimareStadiumノ 表現タル 「ブ リ

クテ ソjヤ結 節性紅斑 が出來 ルコ トがア」レe乳 見 ニハ

叉丘疹性 ノ結核疹 ヲ生ズル。

次 デ殿 ケ月ニ シテ漿液性肋膜炎、鵬膜炎、粟粒結 核及

骨、關節結核 が現 ハ レ肺 自均 ニモ血行性 ノ病 竈 ヲ生 ズ

クレ。血行性肺結核 ノ・病竈 ノ振大ハ鹸 リ無 ク、間モナク

石灰化 スルが後 二再 燃 ノ可能性 がアル.

肺 ハ結核感染 二際 シテハ特 異性 反懸 ヲ示 ヌ.

初期病竈 が出來 ル ト病 竈周 園炎 が起 リ、叉淋巴腔 が腫

脹 スル。淋巴腺 ノ周 園xモ 浸潤 ガ現 ノWル 。

既 二第二期 ノ終 リニ空洞 ヲ形成 ンテ來 ルモノモアル.

叉初期浸 潤 トニ次的浸潤 ハ 匠別 シ難 イ事 がアルガ、

後者 ハ前者 二時間的 二 纏績 ヌル事 モア リ前者 ノ再獲

二依 ノレ事 モアル。2-5週 デ消失 スル。

第三期ハ組織破壊 ノ起 ル時 デ 小見 二於 テハ迅速 二空

洞 ヲ形成 スルが、小見 デハ喀疾 中二結 核菌 ヲ謹 明 シ難

イ事 ガアル。空洞 ノ無 イ浸 潤 二於 テ モ胃液中二結核菌

ノ諮明サ レル場合 ガアノレ。

結 核 ノ免疫性 二關 シテハ ソノ存 否 二議論 ハアルが著

者・・ソノ存在 ヲ認 メル。

結核 ガ起 ルヤ否ヤ ニ關 シテハ個燈 ノ素 因(家 族的、榮

養的、紅會的、精紳 的關係 等)ト年 齢ガ關係 スル。

學齢期 が良好 ナ リ回 フ考ハ今 日デハ認 メラ レナイ.

12一 ユ8歳ノ思春期デ ハ経過 ノ・悪 イe

小見 ニモ稀 二初感染後籔年 ナ ラズ シテ組織破壌 ヲ 起

ス型 ガア ルが之 ハ豫後 ガ悪 ク、連績的 ニモ血 行性 ニモ

氣管枝 ヲ通 ジテモ病氣 が振 がル脅

初期寝潤 ハ特別 ノ位置 二位 スルモノデ、古 イ血 行性撤

布竈 ノ悪化 ニ ヨノレ事 ト初感染 ノ再燃 二依ルモ ノ トガ

アル、(坂 口内科、 岩田抄)
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喀 血 ノ療 法

G.E。Beaumont:TheTreatmentofhaemoptysis

(B猷.med.J.No.3861,1935)

喀 血 ハ 通 常 、 肺 結 核 、鱈 帽 郷 狡 窄、氣 管枝 櫨 張症 ノ場

合 ニ オ コ ル.

1)肺 結 核 二基 ク場 合 。

a)輕 度 ノ時 。

血 液 ガ喀 疾 二混 ズル カ、小 血 塊 ヲ喀 出ス ル場合 デ アツ

テ、 患 者 ヲ臥 殊 セ シメ、朝 タ ノ検 温 ヲナ シ食 物 ハ冷 流

動 食 トス ンレ.日 光 浴 ハ嚴 禁 ス ベ キデ ア ル。

b)中 等度 ノ時.

患 者 ハ絶i封 安静 ヲ トラ シメ、病 竈 ガ分 ツ テ オ レバ ソ ノ

側 二氷爽 ヲ置 キ、氷 塊 ヲフ ク マ セ ルe「 モ ル ヒ ネ」ノ皮
ハ ンケヂ

下 注 射。 衙 、 人 二依 ツ テ ハ、手 吊 ヨ リ23滴 ノ「テ レ

ピ ソ」油 ノ吸 入 、亜 硝酸 「ア ミー ル」ノ吸 入 ヲ推 奨 ス ル。

ソ ノ他 「ク ロー ル カル 千 ウム」、9=ア グvソ 、 チ ・㍉ ノ

注 射 。

の 重 症 ノ時.

出血 止 マ ズ シテ、 生 命 ノ危 瞼 ア ル時 ハ、上 腿 、 上腕 ヲ

交 互 二30分 ヅ ・縛 リ、 場 合 二依 ツ テハ、 人 工 氣胸 術

ヲ行 フ.

2)氣 管 枝 振 張 症 二基 〃場 合 。

1)二 同 ジ.

3)僧 帽 現醇狭 窄 二基三ク場 合o

「ヂ キ タ リス」製 鋼 ヲ與 フ。(小 野寺 内科 、貝 田抄)

肺 結 核 ワ早 期 診 噺

W.BartonWood:TheDiagnosisofEarlypalmo-

naryTuberculosis.一(Brit.med.J.No.3864,1935>

通 常 肺 結 核 ヲ分 ケ テ滲 出 性 ト増殖 性 トス ル ガ、之 ヲ匠

別 ス}レニ ハ 「yソ トゲ ソ」鳥 眞 が重 要 デ アル。何 故 ナ ラ

バ肺 結 核 ハ比 較 的 潜 行性 疾 患 デ 理學 的 ノ 検 査 デ ハ所

見 ノナ イ モ ノが多 イ カ ラ デ アル.

早 期 診 断 二、患 者 ノ外 貌 二注 意 ス ノレコ トハ必 要 デ アツ

テ、 肺 患 ノ少 女 ノ輝 ケ ル瞳 、繊細 ナ氣 質 ノ・吾 々二熟 知

サ レテ ヰ ルe柔 カナ皮 膚 ハHippocrates9リ 巳 二注

意 サ レ、 腋 窩 ノ汗 ハ盗 汗 ヨ リモ寧 ◎意 義 ガ ア ル。

叉 、 胸 廓 ノ形 態 ヤ蓮 動 ノ硯 診 、打診 ハ ア マ リ意 味 がナ

イ ガ、聴 診 ハ重 要 デ ア ル.濃 潤 ノ部 位 二於 ケル 減 弱 サ

レタ 呼 吸音 、 微 細 ナ、コ トニ咳 漱 後 ノ吸 氣 二於 イ テ聞

ク捻 髪音 ハ蓬 行 性 デ ア ル徴 デ ア ル.捻 髪 音 ヲ探 ス 時 、

肩 脾 骨・ノ棘 ノ内側 ニ ア ル第1/ZGned'alarme及 ビ

肩 脾 角 ノ内 側 ノ第2/Zoned'alarme・ ・忘 レテ ハ ナ
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ラ ヌ。

以上 ノ理 學 的 ノ検 査 ガ結 核 ヲ疑 ハ シメ,レナ ラバ、更 二

検 疲 ヲ行 ヒ、 最 後 二 「レ ソ トゲ ソ」爲 眞 ヲ ト～レ。但 シ悪

イ「vソ トゲ ソJ罵 眞 ハ無 用 ハ通 リ越 シテ 有 害 デ ア,ンe

(小 野 寺 内科 、 貝 田抄)

結 節性 紅 斑 ヲ 俘 ヘ ル 慢 性 播 種性 肺 結 核 ノ

ー 例

ACaseofChronicdissemiRatedPulmonaryTuber-

culosiswithErythemanodGsum.(Brit.med.J。Ne.

3868.1935.)

著者 ハ29歳 ノ女 デ、 肺 寝 潤 が ア リ、 喀疾 二菌 陽性 デ

ア ツ タ妹 ト起 居 シ、傳 染 シタb思 バ レル興 味 アル1例

ヲ奉 ゲ テ ヰ ル。 患 者 ハ突 然,雨 脚 ノ伸 側 二結 節 性 紅 斑

ヲ生 ジタ ノデ、 咳 漱 、 喀 疾 共 ニ ナ ク、胸 部 ハ理 學 的 ニ

ノ・所 見 ハ ナ カツ タ ガ、 「レ ソ トゲ ソ偏 翼 ヲ トツ テ、播

種 性 結 核 デ ア ル コ トが明 トナ ツ タ.コ ノ患 者 ハ治 療 ニ

ヨ リ、 胸 部 モ紅 斑 モ共 二全 快 シタ.

(小 野寺 内科 、 貝 田抄)

結 核 研 究 上 ノ現今 ノニ 三論 議 二就 チ

E.M.Fraenkel:Present・dayProblemsoftubercuF

osisResearch.(BritishmedicalJouma1-No.3872,

1935)

1)結 核 菌 ノ濾 過 性 二就 テe

Kochノ 結 核 菌 ノ蛮 見 ニ ヨ リ、結 核 ノ謎 ノ・一 時 解 力v

タ カニ 見 ヱ タ ガ、 可 濾 過性 菌 ノ現 象 ・・1922以 來、 再

ビ結 核 菌 二就 テ ノ論 議 ヲ 起 シテ ヰル。 コ ノ コ ト ハ

Font6s(RiodeJaneiro)ニ ヨ リ1910年 始 メ テ 裁i察

サ レ、 更 二Calmette/N6gre,Boquet,Saeng,

Vaudremer,Hauduroy,Arloing,Dufort等 ノ佛 蘭西

學 派 ニ ヨ リ研 究 サ レタ コ トデ ア,レ.

是 等 ノ著 者 ノ・特 殊 ノ培 養 、 或 ハ感 染 シタ 「モ ル モッb」

ノ臓 器 ヨ リ、 シヤ ム ベ ラ ソノL2叉 ノ・Berkefeld/

Nヲ 用 ヒ テ濾 液 ヲ得 、之 ヲ海猿 二注 射 ス ル ト、 全 均結

核 ハ オ コサ ヌ ガ、 局 所 ノ墾 化及 ビ、淋 巴腺 ノ腫 脹 ヲ來

ス ノ ヲ見 タ 、是 等 ノ腺 ハ時 二極 ク少 藪 ノ結 核 菌 ヲ含 ソ

デ ヰ ル。

以 上 ノ事 實 ノ・相 次 イ デ各 國 デ確 認 サ レタ が、吾 國 デ ノ

結 果 ハ大 抵 陰 性 二終 ツ テ ヰ ル。

結 核 菌 穎粒tuberculous"Granules"二 就 テ。

之 ハSpengler'sSplitter及 ビMuch'sGranulesト

シテ有 名 デ ア リ、 ス デ ニBabes及 ピRKochニ ョ

リ注 意 サ レ、 彼 等 ハSperen1・ 考 ヘ テ ヰタ.コ ノ顕
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粒 ガ 濾過 膜 ヲ 通 過 シ 得 ル コ トガ 近 時 佛 蘭 西 學振 二

wリ 注 意 サv、 夏 二MortenKahnノ ・Single-eel1-

Cultureニ ヨ リ菌 禮 ノ色 々 ノ形 ヲ襯 察 ヅタ。夫 ニ ヨ ル

ト、 最初O・1-O・38P/diplococcoidヨ リ塵埃 様 ノ粒

子 二分 ル、 之 ハ更 二 〇.3-1.2y.ノSmallbacillusト

ナ リ、 更 二通 常 ノ結 核 菌 二迄 獲 育 ス ル.

著者 等 ハ可 濾 過 性 菌 ア リb云 ・・レ ルbovineVall6e

菌株 ヲ用 ヒ、0。恥 ノPoreヲ 有 ヌ ♪レシヤ ムペ ラ ソノ

Lft及 ビPereノ 大 キサ ノ明 カ ナCollodi◎nノ 濾 過 膜

ヲ使用 シテ、ソノ濾 液 ヲ海 狸 ノ頸 腺 二注 射 シテ次 ノ結

論 ヲ得 タ。

1)D.75yノ 濾 過 膜 デ ハ7例

L2ノ シヤ ム ベ ラ ソデハ3例

0。3yノ 濾 過 膜 デ2例 ノ陽 性 率 ヲ得 タの

2)病 攣 ノ・注 射 シタ 頸腺 ノ ミナ ラズ、時 二脾 ノ腫 脹 ヲ

來 ス。

3)淋 巴 腺 ノ中 二抗 酸 性 ノ結 核 菌 ヲ 獲 見 シ ナ イ時 ハ

之 ヲLoewensteinノ 培 養 基 二入 の レ丸 他 ノfモ ノvモ

ツbj=植 ヱ ル ト、 陽性 ノ結 果 ヲ得 ル.

以上 ヨ リ、結 核 菌 ノ濾 過 性 ハ用 ヒ タ菌 株 二S}レ ニ ア ラ

ズ シテ、用 ヒタ 濾 過 管 ノPoreノ 大 キサ=urリ 左 右

セ ラv、 從 ツ テ叉Lominski及 ビMKahnノ 確 メ タ

ゴ トク、結 核 菌 ハ ソ ノ登 育 ノ ア ラ ユ ル過程 二於 テ 可濾

過性 デ アル ノ デ ハ ナ イ.

皿)Allergyト 結 核e

近時、 結 核b他 ノ 「ア レル ギー 」性 疾 患、例 ヘ バ氣 管 枝

喘息 トノ關 係 二就 テ論 ぞ プ レ、肺 結 核 ト喘 息 ハ共 存 ス

ルコ トノ・稀 有 トサv、Schr◎ederノ ・4.700ノ 肺 結核 患

者 中 ノ唯30例 ノ喘 息 ヲ犀 ゲ テ ヰ ルe

著者 ノ・之 ヲ反 駁 シ、369例 ノ喘 息 中、62例 二於 テ結 核

ヲ謹 明 シ、 ソ'中16例 ハ活 動 性 ノモ ノデ、 申4例 ハ

菌陽性 デ ア リ、 他 ノ4例 ハ空 洞 ヲ有 シテ ヰ タ ト述 べ、

樹Kfipper2・ 喘 息 ヲ伴 ツ タ14例 ノ肺 結核 ヲ報 告 シテ

ル ト述 ベ テ ヰ ルご

印、 「ア レル ギーJノ 機 構 ノ・1ツ ノ 「ア レル ゲ ソ」 ヨ リ

他 ノ「ア レル ゲ ソ」へ、 例 ヘ バ花 粉繋ノ如 キ特 殊 ノ 「アy

ルゲ ソ」二封 ス ル 「ア レル ギrヨ リ、 結核 二i封 シテ喘

息 ノ形 デ、或 ハ滲 出性 及 ビ活 動 性 結 核 ノ形 デ過敏 ニ ナ

ル切 トガ考 ヘ ラ レノレ¢

夏 二著者 ハB.C.G.ヲ 用 ヒテ、 「ア レル ギ ー」ノ豫 防

及 ビ治療 ヲ試 ミタ ガ成 功 シナ カツ タ.

(小 野 寺 内科 、 貝 田抄)
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家 庭 内 接鰯 ト結 棲

G.GregoryKayne:TuberculosisinHome・Contacts.

(Brit.med.J.No.3874,1935・)

著 者 ハ肺結 核 ノ家 庭 内傳 染 二就 テ ノ諸 家 ノ業 績 ヲ調

べ、 次 ノ結 果 ヲ得 タ.

1)生 後.接 働 シタ カ ラ ト云 ツ テ、小 見 が必 ズ シモ感

染 スル トハ限 ラ ヌ。唯 力 ・ル見童 ノ大 部 分 二於 イテ起

ル ニ止 ル.・

2)小 見 ガ若 年 ニ ア ル程 感染 シ ヤス ク、豫 後 モ亦 重 大

デ アル毎

3)接 鰻 ノ期 間 及 ビ、患 者 トノ關係 如 何 が小 見 ノ感 染

二重 大 ナ役 割 ヲ演 ズ ルー 方、夫 が後 程 ノ豫 後 ヲ左 右 ス

ルコ トモ考 ヘ ラ レル.

4)感 染 前 二結 核 ノ雨 親 ヨ リ小 見 ヲ隔 離 ス ル コb・ ・、

少 ク トモ4歳 迄 ハ傳 染 ヲ防 グ。

5)巳 二感 染 シタ 見童 ヲ隔 離 ヌ ノレコ トモ、ア ル場 合 ニ

ハ結 核 ノ進 行 ヲ防 グ可能 性 がア,レガ、之 ノ・更 二傳 染 ヲ

防 グ 憶 トヨ リモ 、衛 生 的 ノ條 件 ガ改 良 サ レタ タ メ デ ア

ラ ウρ 、

6)「 ツ ベ ル ク リ ソ」反 磨 陽 性 ノ 年 上 ノ見 童 ヲ隔 離 ス

♪レコ トガ、結 核 性 疾 患 ノ進 行 ヲ防 グ数果 ア リヤ ニ就 テ

ハ確 詮 ナ 久 叉 コ ノ年 齢 ノ結 核 死 亡 率 ハ極 メテ僅 少 デ

ア ル。 シカ シ、 兎 モ カク、5歳 迄 ノ未 感染 ノ小 見 二於

テ ハ隔 離 ハ推 奨 サ ルベ キデ ア ラ ウ.

(小 野寺 内科 、 貝 田抄)

結 核 性 肋 膜 炎 滲 出 液 及 ビ 膿 胸 ノ治 療 二就

テ

R.RTrail:TreatmentofTuberculouspleural

EffusionsandEmpyemata-(Brit.med.J.No。3877,

1935.)

1)滲 出性 肋 膜 炎 。

著 者 ハ先 ヅ肋 膜 炎 ノ病 理 ヲ述 べ、特 登 性 肋 膜 炎 ノ成 因

二就 イ テ ノ諸 家 ノ業 績 ヲ設 イ テ、肺 ノ結 核 性 病 饗 ガ臨

駄 的 二獲見 サ レヌ時 ト錐 モ、特 蛮 性 肋膜 炎 ハ以 前 或 ハ

現 在 肺 ノ活 動 性 ノ 結 核 が ア ル コ トヲ 意 味 ス ル ト述 べ

♪レe然 シ乍 ラ、J.C.Lowis及 ビEP.Smart等 ガ

推 奨 ス ル如 キス ペ テ ノ場 合 二於 ケ ル 空 氣 逡 入 ニ ハ反

封 シ、 尚 喝 破 シテ日 ク、

「液 盟 ハ 自然 ノ副 木 デ ア ツ テ
、 唯 次 ノ場 合 ニ ノ ミ取 除

カル ベ キ デ ア ル.帥 チ 、患 者 が心臓 叉 ハ呼 吸 ノ困難 ヲ

訴 ヘ ル時 、 屡 々少 量 ヲ トル モ吸 敗 ガ行 ハ レ ヌ時 、活 動

性 ノ肺 結 核 ア リテ 登熱 績 キテ 人 工 氣 胸 術 が必 要 ノ時 」
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著 者 ハ吸 取 サ レル迄 安 静 ニ ス ル 所 謂療 養 所 ノ 安 静 療

怯 が最 善 ノ方 法 ナ リ ト結 言 ス、

2)膿 胸 ノ場 合e

之 バー 次 的、 及 ビニ 次 的 ニ オ 溺 、後 者 ハ人 工 氣 胸 術

ノ磨 用 以 來 多 ク ナ ツ タ、ソ ノ他 、 二 次 的 二化 膿 性 感 染

ヲ オ コ シテ惹 起 ス ル コ トガ ア ル.

著 者 ハ是 等 二就 テ、 現 今 行 ハ ル ・種 々ノ療 法 、即 人 工

氣 胸 衛 、 所 謂 殺 菌 剤 例 ヘ バ、 「ゲ ソ+ア ナ」紫、 「アク

リフ ラ ビ ソ.1、食 聴 水Dakin民 液 ニ ヨ ル洗1條、外 科 的

療 法 二就 テ言 及 シ、 結 論 シテ日 ク、

カ ・ノレ場 合 二於 テ、 特 殊 的 ノ療 法 ガ ナ イ以 上、最 モ数

果 的 ナ方 法 ヲ撰 ブ ベ キデ アツ テ、結 核 性 ノ場 合 ニハ保

守 的 ノ療 法 ニ ヨ リ、他 ノ場 合 ニハ圭 二 外科 的 ノ方 法 二

頼 ル ベ キデ ア ル.(小 野 寺 内科 、 貝 田抄)

漏 斗 歌 胸 卜肺 結 核

W.Pagel:Funne1-ChestandPulmonarytUberculosis

-(Brit .med.J.No.3878,ユ93・i>

漏 斗状 胸 ガ心臓 ノ機 能 ヲ妨 グ3レコb・ ・巳 二、Ebstein,

Bari6,Groedel,Pohl,Carr等 二Vリ 研 究 サ レテ ヰ ル

が、 更 二肺 結 核 ヲ件 フ コ トモ注 意 サ レテ ヰ ル、著 者 ノ、

漏 斗歌 胸 ヲ持 ツタ肺 結 核 症 ノ男 屍 ノ剖 検 例 ヲ學 ゲ、次

ノ結 論 ヲ得 タ.

胸 骨 ノ深 イ昭 浸 ハ右 房 ノ前 壁 ヲ踵 シ、右 ノ動 脈 圓 錐 ノ

攻縮 ニ ヨ リ右 心 ノ振 張 ヲ來 シ、肺 循 環 ハ妨 ゲ ラ レテ、

肺結 核 ヲ起 シ易 イ ノデ ア ラ ウ.

(小 野 寺 内科 、 貝 田抄)

結 核 接鯛 感 染 ノ調査

EmestWard:TheExaminationoftuberculosis

C◎ntacts-(Britmed.J.No.3880,1935.)

著 者 ハ保 健 局 ノ統 計 ヲ述 ベ テ、見 童 間 二於 ケ ル接 鰻 傳

染 二意 義 少 ク シテ、成 人 間 二於 ケ ル傳 染 ヲ注 意 ス ペ シ

ト述 べ テヰ ノレ,將 來 二於 ク ル吾 人 ノ注 意 ハ、青 年 、 中

年 者 ノ保 菌 者 二向 ケ ラ レ ネバ ナ ラ ヌ。之 二就 イ テハ 開
o

業 馨 が重大 ナレ責任 がアル。

(小野寺 内科、 貝田抄)

吾教室過去10箇 年間a於 ケル病理解 例 ニヨル癒

著性肋膜炎 ノ統計的観察戴 二所謂健廉屍髄(司 法

解剖例)ノ 肋膜癒著 二就 テ

(内田長李、 墾謬磐學會雑誌第34巻 第4號 、 昭和10

年4月)

著者 ハ窒溜聲學專門學 校病 理學蚊法馨 學教 室過 去10

箇年間 二於 ケ ル病 理解剖例458例 及司法解剖例324
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例 合 計例782例 二就 テ夫 々癒 著 性 肋 膜 炎 ノ 統 計 的観

察 ヲ途 ゲ次 ノ如 キ結 論 二蓬 セ リ。

1)墾 轡 二於 ケ ル癒 著性 肋 膜 炎 ノ頻 度 ハ 病 死 二於 テ

・・80.5%、 所 謂健 康 屍(司 法解 剖 例)二 於 テ ノ・48.7%

ナ リ。

2)毫 溜 二於 ケ ル病 死 者 ノ肋 膜 炎 ノ 頻 度 ハ 内地 二於

ク ル 李 均率61.7%Mリ モ高 傘 ナ リ。 而 シテ内垂 人 二

於 テ ハ 内地 人 ノ方10.7%高 率 ヲ示 ス。 健 康死 ノ肋膜

炎 二就 テ ハ墾 薄 二於 ケ ノレ司 法 解剖 ノ特 殊性 ヨ リ内地

人 ノ例 藪 少 ク統 爵 調 査 上 正 確 ヲ期 シ難 ク、内塁 人 ノ比

較 調 査 出來 ズ。

3)病 屍 者 ノ肋 膜 炎 罹 患 卒 ヲ 性 別 二見 ル ニ、 男 子 ハ

81。6%、 女 子 ・・80.3%ニ シテ男 子 ノ方 ガ僅 二高 シ、

所L謂健 康 屍 二於 テ ノ・男 子50.0%、 女 子 ノ・13.2%ニ シ

テ共 差 ハ甚 シ。之 レ即 チ本 島人 中年 嬬 人 ノ・古來 ヨ リノ

傳 統 的 慣 習 タ ル纏 足 ヲ有 ス ル モ ノ多 ク、著 者 〉調 査統

計 二於 テ司 法 解 剖 例 ノ大部 分 ノ中 年 女性 二 見 タ リ。即

チ均 盟 ノ激 動 過 勢 ノ有 無 二關係 ヲ有 ヌ ル ニ非 ザ ル乎 。

4)年 齢 的 關 係 ハ病 死 例 二 於 テハ20-30ハ 最 モ多 ク

87.9%、51-60之y二 次 ギ86.7%、31-40ノ ・83.0

%、 最 低 ・・10以 下55.6%ナ リ。 健 康 屍 例 ニ テノ・51-

60・ ・76.4%、61-70・ ・66。7%、 最 低 ノ・10以 下 ナ リ。

5)癒 著性 肋 膜 炎 ノ罹 患側 ハ 病 屍 例 ト健 康 屍例 トハ

同 一 ニ シテ 雨 側 ノモ ノ最 モ 多 ク、右 側 之 レニ次 ギ、 左

側 ハ最 モ少 シ。

6)肋 膜 癒 著 ノ部 位 的 關 係 ハ 病 屍 例b健 康屍 例 トハ

同 一 ニ シテ全 葉 外 面 ノ侵 サ レシ モ ノ最 モ多 ク、次 ハ上

葉 外 面 、 肺 尖 部 、 全 葉 後 面 、 全葉 前面 、上 葉 後 面 ノ順

位 ニ シテ、 以 上 ハ 成 績 一 致 シ、 以 下 ノ・大 同小 異 ナ ル

モ、 中葉 前 及 後 面 ハ 雨 剖 槍 縄 敬 二於 テ最 低 ナ リ。

7)葉 別 二就 テ ハ病 屍 例 、 健 康例 共 二 上葉 二多 〃、下

葉 少 シ。

8)窒 灘 二於 ケ ル病 理 解剖 例 二擦 ル 肺 結 核 ノ罹 患 牽

・・45.0%ニ シテ、 内地=於 ケ ル 亭 均38.9%ヨ リモ

6ユ%高 李 ナ リ。 内毫 人 二就 テ見 ル ニ内地 人51。5%、

本 島人27。3%ナ ゾ。

9)肺 結 核 ノ罹 患 側 ハ 雨 側 同時 二 侵 サVシ モ ノ最 毛

多 ク、 左 右 ハ 同激 ナ リ。

10)肺 結 核 例 中肋 膜 癒 著 ヲ伴 フ モ ノ55・8%ナ リ。癒

著tザ,レ モ ノ209例 中僅 カ ニ4例 二 〇rテ1・1%二 過

ギ ズ.

11)肺 結 核 ト肋 膜 癒 著 ノ部 位 的關 係 ハ 大 饅 二於 テ並
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・行 ス レ ドモ、 必 シモ 關係 ヲ有 セ ズ。

12)非 結 核 屍 二 合 併 ス ル肋 膜 炎 ノ頻度 ハ44.2%ニ
ノ

シテ、 死 因疾 患 中悪 性 腫 瘍 遙 二多 ク23.3%、 之 ソ ニ

・次 グハ 肺 炎 ニ シテ13.4%、 肺炎 以 外 ノ 肺 臓 疾 患 ハ

1,56%、 腎 臓疾 患 ハ4.8%、 心臓 疾 患4.2%、 拶 出

血3.7%、 其他 各種 疾 患 アvド モ何vモ 低 率 ナ リ。

13)結 核 屍 二合 併 ス ル肋 膜 癒 著 ハ 廣 汎 性 ノモ ノ多 ケ

ソ ドモ、非結 核 屍 二合 併 ス ル モ ノハ散 在 性 叉 ハ小 部 分

性 ナ リ。司 法 解剖 二櫨 ル所 謂健 康 屍 二合 併 セ ル肋 膜癒

著 ハ廣 汎 性 ノモ ノ少 ク、 散 在 性 叉 ハ 限 局 性 ノモ ノ多

シ。帥 チ結 核 性 ノモ ノハ廣 汎 性 ニ シテ非 結 核 性 ノ モ ノ

ハ散在 性 叉 ノ・限 局 性 ナ ノレ傾 向 ヲ有 ス.

ユ4)小 見 屍 ノ肋膜 炎 ハ病 屍例 二於 テ ハ 成 人 ノ夫b趣

ヲ異 ニ シ粘 著 セ ル モ ノ多 ク 換 言 ス レバ 新 鮮 ナ ル モ ノ

多 ク陳 薔ナルハ少 シ。癒 著範園ハ散在性叉 ハ部分性 ノ

モ ノ多 ク廣汎性 ノモノ少 シ、

16)小 見屍 ノ肋膜炎ハ結核 ヲ合併 セ」L・・モノ20.0%ニ

シテ非結核屍 二 件 ヘルモノ多 ク、就 中肺炎、水癌、

「ヂフテリー」二績 號 シテ化膿性肋膜 炎 ヲ招來セ リcr

著 者ハ以上 ノ調査成績 ヲ綜合 シテ、肋膜炎ハ諸疾 患中

最 モ多 キ疾 患ナ リ塾徹 シ、更 二論及 シテ、

結核殊 二肺結核 ト密接 ナル關係 ヲ有ス レ ドモ、非結核

屍 二於 テモ多籔 之 レヲ認 メタ リ。殊 二特肇性肋膜炎 ノ

登症論 二關 シー部 ノ學者 ノ圭唱ス ルが如 ク、特獲性肋

膜炎 ハ悉 ク結核性 ナ リト極言 スルニ封 シ著者 ハ 疑義

ヲ有 スノレモノナ リ。更 二司法解剖例 二篠 ル所 謂健 康屍

ノ肋膜炎 二就 テー暦此感 ヲ深 クス ト云ヘ リ.

(壷北、天野抄)
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〇八月中新入會者

桐生市天紳町一丁目

長野縣諏訪郡富士見村富士見高原

療養所内 み

弘前市百石町阿保内科馨院

長野縣上高井郡小布施新生療養所

藤 田 忽

川 ロ 善 友

内

日本赤十学祉大阪支部病院呼吸器

病科

名古屋市中匠岩塚町入

O評 議員ノ卦

評議員天見民恵氏九月十六 日逝去 ス 本會 ハ 會長 名ニ

ヨリ擦前二弔僻並供物 ヲ呈 シ謹 ソデ 哀悼 ノ 意 ヲ表 セ

リ 。
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頁i行!酬 誤i正

24 上ボi
艦2bi1幅sOi無 鯉 謙 ㎎ 副鱒

544 下3リi
5 右 造結締織細胞 トナ リ i造 結締織細胞ノ結締織

細 胞 トナ リ

545 下 ヨ リ
7 右 排 出 二 蕊 リ空 洞 ノ大 サ

ノ、
排出 ニヨ リ空洞 ヲ形成 スル
コ トアルベ ク空洞 ノ大 サバ

一

546 上 ヨ リ
5 右 圏箏・ニテ 圓雫シ i




